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瞬讓iiiiii震介

－ＣＯＥ研究員研究概要一

短尾類を対象とした琉球列島の生物多様'性研究

成瀬貴(種の多様性研究グループ゜2004年10月～2006年３月）

生物多様性とは文字通り生物の多様さを示す

用語である｡この｢多様さ｣は､他との比較により

その高低が評価されるが､比較に＋分なI|胄報が得

られている生物分類群は､実は非常に限られてい

る｡また､曰本の南方に位置する帛膜よりなる琉球

列島は､必然的に多くの生物分類群において生物

多様性が国内で最も高い地域となっているが､こ

れをさらに南方の地域と比較する様な研究は多く

ない。

ＣＯＥ研究員として在任した約１年半の間に、

私は琉球列島に分布する短尾類の分類学的研究

を行い､生物多様性研究の最も基礎となる'|青報収

集に努めた｡陸水産カニ類８科を対象に野外調査

と文献'|胄報を整理した結果､琉球列島に４８属

118種の汽水生カニ類が分布していることが分

かった｡これは４４属１１２種が知られている台湾

よりも多く､九１'１|(２８属４２種）の約３倍の種数で

あった｡また､琉球列島の陸水産カー類１１８種の

うち５６％の種が台湾には分布していないことが

分かった｡琉球列島または台湾のどちらかのみに

分布する種についてその分布特性を比較した結

果､琉球列島には､東アフリカからハワイやフレン

チポリネシアまで分布する広域分布種や､インドか

ら東アニノアに分布域をもつ種の比率が台湾より高

いことが分かった｡これに対し､台湾では東アジア

(曰本～中国南東部）固有種や台湾固有種の比

率が高いことが分かった｡これらの結果から､琉球

列島は分布拡大能力の高い種が多く､台湾では

中国大陸の動物相の影響を強く受けていること

が示唆された｡また､この調査の過程で､琉球列島

から３新種と曰本初記録種３種を発見。記載し

た（図１)｡さらに､琉球列島の中においてもその

特異な生物相で注目されている中城湾と金武湾

において行った調査からも３新種と多くの新記録

種を報告した（図２)。
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図２.中城。金武窪での潜水調査．

スキューバダイビングとドレツジングを組み合わせ

た採集調査．

このようにして得られた'|胄報は､地域間におけ

る生物地理学的なつながりを調べる重要なデー

タとなり､また各地の生物多様'|生が形成されてき

た過程を探るヒントを与える｡本研究で得られた

基礎|胃報を､周辺地域において行う野外調査や

博物館標本を用いた調査､ならびに分類学的に問

題のあるグループの再検討などより､琉球列島の

生物多様'|'生を広い視野に立って評価する研究に

つなげて行きたい。

図1.本研究中に発見。記載された新種ドウクツモ

クズガニ○化ov7fam/rukUNaruse＆Tamura，

2006.
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